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1.　は　じめに

1952年の農学部附属農場の水田は,玉利池の隣接地にあった｡総合大学として発足した鹿児島

大学の学部統合の用地として農場用地の一部が転用されたのに伴い, 1955年に指宿市東方塩入橋

本8080-1番地(指宿植物試験場より東北約0.8faサ)に水田用地が購入された｡そして,附属農場指

宿水田として同年から水稲作付を開始した｡

用地取得当初の面積は71αで41区画であったが, 1957年に更に隣接地を購入し,総面積107.7α

で22区画となった｡この他に指宿植物試験場隣接地に水田30.1α (23区画)と畑2αが同時に購入

された｡この隣接地は1960年客土し,以来畑地として利用されるようになった｡附属農場指宿水

田は2名の職員と臨時雇用労力で栽培･管理がなされた｡ 1959年に指宿植物試験場へ事務が統合

され, 1964年からは組織全体が指宿植物試験場へ統合された｡

1958年に10αずつの10区画に整地された｡その後は毎年,表作は水稲の早期栽培を,裏作には

野菜栽培を行ってきた｡

本報告は著者が水田設置当初から今日まで,水稲栽培に従事し,記帳してきた作業日誌や各種の

記録･資料をもとに,指宿植物試験場における36年間の水稲栽培の歩みの概要を取りまとめたも

のである｡

第1表に指宿植物試験場における水稲栽培状況の推移を,第2表に指宿植物試験場における水稲

栽培用農機具導入の経過について示した｡第3表(1, 2, 3, 4)に育苗から出荷までの延べ作業人

数及び実作業日数の推移を示した｡第1図に田植から収穫までの10α当り延べ作業人数,第2図

に10α当り施肥量,第4表に病害虫発生,第5表に農薬使用等のそれぞれの推移を示した｡

2.稲作技術の推移

1)育苗の推移

水稲の普通作を行なっていた1955年から1956年の間は,学内農場の水苗代で育苗した苗を指宿

へ運んで植え付けた｡ 1957年には育苗に水田を利用したため,苗代の畦作りに多くの労力を要し

た｡ 1957年の早期栽培へ移行とともに,保温折衷苗代による育苗を始め, 1958年から1972年の間

は畑保温苗代の育苗を行なった｡畑保温苗代では割竹により,トンネル被覆栽培(割竹を利用し,
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第1表　指宿植物試験場における水稲栽培状況の推移

年　作付面積　　　品　　　　種　　　播種　期　日　田　植　期　日　収穫　期　日　乾燥調整期日
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1α　　農林18号

6　　農林18号

0　　農林17号

0　　農林17号

0　　農林17号

0　　越路早生

0　　　アキコガネ

0　　　コシヒカリ

0　　農林18号

0　　越路早生

0　　　アキコガネ

0　　農林17号

1　　越路早生

0　　　コシヒカリ

9　　越路早生

9　　　アキコガネ

21　　農林17号

49　　越路早生

21　　　コシヒカリ

10　　　ダンリュウ

12　　農林17号

10　　越路早生

3. 28-30

3. 27-28

3. 22-27

3. 15-19

7. 2

3. 20-23

5. 28

7. 3-5　　　　10.25-ll.10　11.ll-13

7. 3-5　　　　10.19-30

5. 4-13　　　　B. 5-20

5. 1-6　　　　　3. 1-13

4.25-30　　　　3. 3-17

4. 20-21　　　　7. 23-30

I　4-5　　　　10.24-28

4.21-　5. 2　　7.26-　8. 2

ll. 1-14

8.30-　9. 2

8.21-　9.13

8.17-　9.ll

8. 8-10

7. 1-5

8. 10-ll

6.29　　　　　　10.12-17　　　11. 1-5

3.28　　　　　　　4.21　　　　　　7.26-　8.21　　9. 4-12

6.21　　　　　　8.12　　　　　10.30-ll. 9　11. 9-13

4. 1　　　　　　5. 2-11　　　　3. 1-26　　　　9. 6-20

3.14　　　　　　　4.24　　　　　　　3. 2-21　　　　9.ll-19

3.22　　　　　　　5. 5　　　　　　　8.18ぺ-　9. 7　　9.ll-19

3.14　　　　　　　4.23　　　　　　　7.31-　8. 8　　9.ll-19

7. 7　　　　　　　8.23　　　　　　11. 1-　　　　　11.12-24

3.30　　　　　　　4.28　　　　　　　3. 7-　9. 4　　9.ll-19

3.18-30　　　　4.20-23　　　　7.18-　8.16　　9. 4-19

3.18　　　　　　　4.19-27　　　　7.18-　　　　　　9. 4-19

3.22　　　　　　　4.27　　　　　　　7.29-　8. 5　　9. 4-19

3.30　　　　　　　4.25　　　　　　　8.20-28　　　　9. 4-19

4. 9-10　　　　　　　　　　　　　　3. 5-12　　　　9. 4-19

00　　コシヒカリ,越路早生　　3.18-23　　　4.22- 5. 2　　7.28- 8.25　　8.26- 9. 4

00　　　コシヒカリ,越路早生　　3.13-22　　　5. 7-11　　　B. 4-26　　　8.26- 9.10

00　　コシヒカリ,越路早生　　3.17-28　　　4.27- 5. 7　　3. 1-20　　　B. 4-22

00　　コシヒカリ,越路早生　　3.ll-15　　　4.25　　　　　7.24- 8. 2　　7.25- 8.ll

00　　　コシヒカリ,越路早生　　3.14-16　　　4.26　　　　　3. 2-9　　　　3. 6-28

00　　　コシヒカリ

00　　　コシヒカリ

00　　　コシヒカリ

00　　　コシヒカリ

00　　　コシヒカリ,宮崎7号

00　　宮崎7号
00　　宮崎7号
00　　宮崎7号
00　　宮崎7号
00　　宮崎7号,越南112号
00　　宮崎7号
00　　　ナツホナミ

00　　　ナツホナミ

00　　　ナツホナミ

00　　　ナツホナミ

00　　　ナツホナミ

00　　　ナツホナミ,コシヒカリ

00　　　ナツホナミ

00　　　コシヒカリ

00　　　コシヒカリ

00　　　コシヒカリ

00　　　コシヒカリ

00　　　コシヒカリ

3.17-18　　　　4.25　　　　　　　7.31-　8. 7　　S. 2-28

3.17　　　　　　　4.24　　　　　　　3. 3-12　　　　B. 4-21

3.16　　　　　　　4.27　　　　　　　8. 6-20　　　　3. 9-20

3. 11へ-12　　　　4. 18-21

3.15-　4. 2　　4.17-24

3. 25-27　　　　4. 22-24

3.21-22　　　　4.21-25

3. 17-22　　　　4. 23-28

3. 14-16　　　　4. 18-20

3. 14-17　　　　4. 24-28

3. 12-13　　　　4.20-23

3. 10-25　　　　4. 18-21

3. 16-28　　　　4. 20-24

3. 6-10　　　　4.13-19

3. 2-10　　　　4.12-19

3. 5--16　　　　4.20-23

3. 7-13　　　　4.18-22

3. 5-10　　　　4.18-21

3. 4-18　　　　4.20-24

3. 12-17　　　　4. 18-22

3. 7-15　　　　4.21-24

3. 15-20　　　　4. 20-23

3. ll-16　　　　4. 19-22

. 9-28　　　　8.19-　9. 7

). 8-　9.18　　8.17-24

8.10-　9. 4　　8.22-　9. 5

I　5-27　　　　8.18-　9.20

8. 17-23　　　　8. 17-23

8. 8-19　　　　8. 8-19

9. 8-17　　　　3. 9-17

]. 7-14　　　　　　　　-30

8. ll-28　　　　8. 15-28

I. 7-19　　　　8.10-18

I　5-16　　　　3. 6-16

I　6-17　　　　8. 8-17

I 1-17　　　　B. 3-25

). 2-14　　　　3. 5-17

7.28-　8. 8　　8. 1-9

7.29-　8. 8　　8. 3-ll

I. 3-16　　　　3. 9-17

8. 10-25　　　　8. 19-28

I　2-16　　　　3. 3-17

8. 8-16　　　　3. 9-19
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指宿植物試験場における水稲栽培36年の歩み

第2表　指宿植物試験場における水稲栽培用農機具導入の経過

午 農　　機　　具　　名　　　　　　　　　　　備　　　　　　　　　　　考
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1973

1974

19ウ5

1976

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

1984

1985

1986

1987

1988

1989

1990

中耕除草機

動力脱穀機　D2AF大型)

耕転機

足踏み脱穀機

籾摺機

耕転機(富士式)

耕転機(三菱テイラー)

トラクター,動力脱穀機,乾燥機

背負動力噴霧機

耕転機,脱穀機,乾燥機

バイ　ンダー

耕転機,田植機

コンバイ　ン

井戸,揚水ポンプ設置

ハンマーナイフモア-

田植機,籾摺機,背負動力噴霧機

バイ　ンダー

乾燥機

コンバイ　ン

ハンマーナイフモア-

トラクター

脱穀機

馬耕,学内農場で育苗

馬耕,化成,複合及び配合肥料

保温折衷苗代を始める

育苗箱播種試験,区画整理,畑保温苗代

育苗にビニール使用,木製育苗箱試験

早期作:コシヒカリ,普通作:農林18号

2期作後期:アキコガネ

2期作前期:越路早生,後期:アキコガネ

2期作前期:越路早生,後期:アキコガネ

越路早生一部直播栽培

学生実習開始(農学科,農業工学科)

防雀網使用

アゼシート使用

ビニールハウス育苗

園芸学科実習開始

統一規格育苗箱使用,自主流通米制度

井戸3カ所設置

イネミズゾウムシ発生
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床幅40cm,高さ10から15cm,温床紙を被覆)を行なった｡ 1960年には苗代用の有孔ビニールを

使用したが,この年以外は温床紙を利用した｡籾殻薫炭を使用しない育苗区は除紙後のヒエ等の雑

草除去と潅水に多くの労力を要した｡育苗方法は,催芽籾処理直前に防雀用の光明丹(紅色の塗抹

刺)をまぶし,播種,覆土した上に籾殻薫炭を散布した｡その後,播種,覆土の上に麦わらを使用

第3表　指宿植物試験場における早期水稲の栽培歴

(1)育苗から田植えまでの延作業人数及び実作業日数の推移
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(2)田植え後の栽培管理における延作業人数及び実作業日数の推移
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(3)収穫･調整･出荷における延作業人数及び実作業日数の推移
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指宿植物試験場における水稲栽培36年の歩み

する方法に変えた｡播種床面への保温紙の被覆後は,畦の両端に約30mの竹杭を立て, W状にわ

ら縄で押さえた｡不完全葉を含め3.5葉を除紙の目安にした｡

1960年には木製の育苗箱(縦58cm,横28cm,深さ3cm)を造り,ビニールトンネルを利用して

育苗した｡ 1973年に田植機が導入され,箱育苗に切り替えた｡後に育苗箱はプラスチック製に替

わり,規格は統一された｡箱ばらまき機の購入とともに,ビニールトンネル利用育苗からビニール

ハウス利用に変えた｡箱育苗法の導入により育苗作業労力は,最初の頃の保温紙利用の育苗に比較

して3分の1に省力化できた｡

Ⅶ

　

棚

　

湖

(
Y
)
　
蚕
　
Y
　
剖

(
ォ
*
)
　
珊
　
裂
　
増

1 969　　　　　　　　1 977　　　　　　　　1 987

年　　度

□:育苗から田植　+:田植後栽培管理　◇:収穫調整出荷　△:全行程

第1図　指宿植物試験場の田植えから収穫までの10α当り延べ作業人数の推移
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第2図　指宿植物試験場の水田における10α当り施肥量の推移
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2)馬耕から耕転機そしてトラクター-

1955年から1957年は馬排による耕起および代掻きを行ない, 1956年には貸排に頼った｡当時の

馬耕賃は休耕田や裏作田で代金が決められ, 10α当り260円, 200円, 160円及び80円等の額であっ

た｡また,この頃の雇用臨時職員の賃金は, 1日当り160円から180円であった｡

1956年にはアメリカ製のボウレンス動力耕転機(耕起専用)を園芸学教室より借用して耕起し

たが,運転未熟のため故障させ返送した｡更に翌年も借用し耕起した｡この年の3月にはメリーテー

ラー(三菱耕転機)が購入され,以後耕転機による耕起,代掻き及び地均しを行なった｡試験場の

水田は地盤(鋤床層)が弱いため,耕起及び代掻きには苦労したが, 4WDのトラクターが購入さ

れてからは作業がしやすくなった｡

3)施　　肥

1956年には化成,複合及び配合肥料が出回っていたが, 1972年までは全て単肥を施用し,基肥

のみで追肥は殆ど行なわなかった｡ 1973年以降は複合肥料,骨粉及び熔燐を基肥に施用し,硫安

と塩化加里を追肥した｡近年は深層施肥と側条施肥が併用できる作業機械が出現し,施肥法も機械

化されてきた｡また近年,稲わらは一部堆肥や敷わらに利用するのみで,殆どがコンバインのディ

スクカッターにより水田-返している｡

10α当りの施肥量の推移をみると(第2図),窒素は1962年までは多く,その後は少なくなった｡

燐酸は1973年までは少なく,その後は多く, 1983年から1987年は少なくなり,その後はさらに

減少し, 1970年から1973年には一時増加したが,その後はまた減少した｡このように施肥量は年

度により大きく変動している｡

4)田植えと田植機

初期には田植網はシュロ縄を利用し,正方形植えがなされていた｡しかし,その後並木植えを行

なうようになった｡

1973年の田植機購入以後,学生の田植実習は手植え及び機械植えの両方を取り入れ,農学科及

び園芸学科の学生によって毎年2日間ずつ行なってきた｡田植機による植え付けは,育苗箱の種蒔

密度及び田植機の操作ミスで欠株を多くだした｡また,田植機導入当初は稚苗植え,植え付けの深

さ,運転技術の未熟さ等により,植え付け後の補柏の労力と予備苗を多く要した｡最近の田植機は

成苗の植え付けも可能で,以前より植え付け部の性能もよく,植え傷みが少なく,作業効率が高まっ

てきている｡

5)苗取り及び田植え

苗取り,運搬及び田植えの労力は,育苗方式の変化と田植機が普及し,育苗から田植えまでの労

働力は1/4に減少した｡しかし,耕転から地均し作業の延べ人数には大きな変化は見られなかった｡

6)中耕･除草と除草剤

1955年の裏作をしていない水田はキシュウスズメノヒ工,ヒエ,イグサ及びカヤツリグサ等が

多く生えた｡早期水稲-切り替えた1957年から2年ないし3年間は殆ど1年生広葉雑草は見られ

なかったが,その後は増加する傾向を示した｡これは耕種的な影響と思われた｡

中耕除草機は手押し用で15cm (5寸)幅, 18cm (6寸)幅　21cm (7寸)幅であった｡正方形

植えは縦(畦間)及び横(株間)方向に中耕した｡手押しの中耕機は1964年まで利用した｡ 10年

位前からは動力用中耕機も出現している｡

1961年頃の水田雑草はヒエ,キ㌢ユウスズメノヒエ,ホタルィ,ミズカヤツリ,コウキヤガラ,

マツバイ,コナギ,アブノメ,オモダカ,キカシグサ,ウリカワ,ウキグサ及びアオミドロ等が多
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かった｡

除草剤を最初に水稲に使用したのは1961年で, PCP及び2-4-D水溶剤(畑苗代)であった｡

1965年まではPCP, NIP水溶剤及びMO粉剤を使用した｡ 1966年から,全て粒剤のハイカッ

ト,ニップ,サターンM, MO,マ-セット乳剤2�"5,サンバード及びクサカリンを田植え後5

日から10日に10a当り3kgから4*サ,手撒き又は散粒機で散布した｡年によっては,生育途中にバ

サグラン,グラスジンM,及びモゲトンを散布した｡

水田雑草の主力をなしてきたキシュウスズメノヒエ,ミズガヤツリ,ホタルイは姿を消した｡こ

れは1960年代後半から使用した殺草剤(グラモキソン,ラウンドアップ,プリグロックス,パラ

ゼット,ナックス,パスタ水和剤等)を稲刈り後に散布したため,他の雑草を含め年々減少し,潤

滅してきたものと思われる｡また,土壌処理剤と茎葉接触処理剤の併用により除草効果を高めた｡

例えば,休耕水田の残存雑草の場合ヒエ,コナギ,オモダカ草等は開花･結実直前までの殺草剤処

理や,抜き取りによる除草が大事であった｡この方法を毎年行なってきたので,雑草の発生を抑制

できた｡しかし,コウキヤガラは温暖地の排水不良の水田では,秋の遅くまで繁殖するので,除草

剤による防除では効果が上がらず,現在のところ田植え後の手取り除草に頼っている｡一方,裏作

田では発生は見られなくなった｡

7)病害虫及び鼠の防除

ウンカ及びヨコバイ類は毎年発生している｡農薬の粉剤散布は手動散粉機から背負い式動力散粉

機に代わり,近年はダクトによる畦畔散布法で行なってきた｡液剤は横型手押し噴霧機から動力噴

霧機に代わり,更に畦畔散布するようになった｡

1959年は殺鼠剤として,フラトールの300倍液を使用(市内一斉駆除)した｡ 1984年にはイネ

ミズゾウムシが発生し, 1986年から1992年まで鹿児島県農業試験場による発生調査が毎年行なわ

れた｡

第4表　指宿植物試験場の水田における病害虫発生の推移
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シラハガレ病　　　　　●　　▼　●　▼

イモチ病　　　　　　　　　●　▼　●　●　●　　▲　　●

モンガレ病　　　　　　　　▼　　　　　　▲　　●　●　●

苗立枯病　　　　　　　　　　　▼

▼
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ウンカ,ヨコバイ類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲

害

虫

コブノメイガ　　　　　▼

イネノタテハマキ　　　▼

イチモンジセセリ　　　　　■■

アワヨトウ

カメムシ

ケラ

イネミズゾウムシ

｣｣

●　▲　　▼

●　●　　　　▲　●　　▲

▲　　●

▼　　　　●　●

●　　　　▲

▲　●　●　●　▲

注　●:両年度発生, ▲:上段の年度発生, I:下段の年度発生.
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第5表　指宿植物試験場の水田における使用農薬の推移

No.　　使用農薬名(商品名)
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2　BHC粉剤+セレサン混合粉剤

3　セレサン石灰

4　ニッカリンT

5　モンゼット粉剤

6　ウスプルン錠剤

7　マラソン粉剤+セレサン混合剤

8　フジボルドゥ+セレサン石灰

9　マラソン粉剤+ミクロジン石灰

10　7ミロン錠剤+DDT乳剤混合

11　DDT粉剤(5%

12　7ラトール

13　フジボルドゥ粉剤

14　マラソン粉剤

15　新ボルドゥ水和剤

16　ウスプルン錠剤

17　セレサン石灰

18　DDT粉剤(5

19　セレジット+マラソン粉剤混合

20　メル乳剤+マラソン乳剤混合

21　PTA-B+エンドリン乳剤混合

22　メラン乳剤+マラソン乳剤混合

23　メオパール粉剤

24　ヒノザン粉剤

25　アルゼン粉剤

26　モンレス粉剤

27　カスラン粉剤

28　モンメート粉剤

29　デイブテレックス粉剤

30　DDVP乳剤+キタジンP乳剤混合

31　ラブサイド粉剤

32　ガードサイドナック粉剤

33　ツマサイド粉剤

34　スミナック粉剤

35　ダイアジノン粒剤

36　ネオアソジン粉剤

37　ツマジノン粉剤

38　ダイシストン粒剤(苗床)

39　バイバッサ粉剤

40　ヒノバイバッサ粉剤
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(前頁より続く)

指宿植物試験場における水稲栽培36年の歩み

No.　　使用農薬名(商品名)
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41　7ェナジン粉剤

42　バリダジン粉剤

43　バッサ乳剤

44　クミホップ粉剤

45　スミチオン粉剤

46　バリダシン粉剤

47　スミチオン粉剤3DL

48　モゲトン粉剤

49　EPN粉剤

50　ダイアジノン粒剤

51　ヒノバリダン粉剤

52　マラバッサ乳剤+パダン水和剤混合

53　パダン水和剤+マラソン乳剤混合

54　バッサジノン粉剤

55　アドバンテージ粒剤(苗床)

56　クミホップ粉剤

57　モンガット粉剤DL

58　ツマサイド粉剤DL

59　アルフェート粒剤

60　クミホップM粉剤DL

61トレポン粒剤DL

62　ヒノザン粉剤DL

63　ラブサイド粉剤DL

■■

●■■

●▼
■■

■■

■■

■■

■■

■■

L｣

■■

■■

▼●●▲
■■

注　●:両年度散布, ▲:上段の年度散布, I:下段の年度散布.

8)収穫作業

稲刈りから結束,稲架掛け,脱穀,籾乾燥の過程で, 1950年代の脱穀･調整作業は,脱穀機

(人力･動力型)と唐み(人力の風選機)だけであった｡動力脱穀機は,重量型で運搬･移動には

男性4人を要した｡脱粒籾の排出装置はベルトコンベア一方式で,排塵装置は稲が乾燥していない

とよく故障した｡

収穫･調整･出荷作業の労力について見ると, 1957年の延べ作業人数は182.8人であったが,

1969年には108.1人-と省力化された｡これは更新された動力脱穀機の性能向上及び籾乾燥機の導

入によるものであった｡

1977年から1978年には乾燥機が更新され,新しく購入されたバインダーやコンバインの使用に

より,作業延べ人数は更に53.2人に減少した｡コンバインによる収穫は生稲をそのまま脱穀する

ため,作業が天候に大きく支配された｡収穫期が夏季で,天候が変わりやすく,収穫時の台風の被

害を避けるために早期作は始まったものの,まれに台風の被害をうけるため,刈り取り時期の判断

を誤らぬことが大切であった｡籾の質,量をなるべく落とさぬよう,適期適作業に心がけた｡この

ため,残業や休日出勤も必要であった｡
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第6表　指宿植物試験場における水稲の作付品種及び収穫量の推移

年度　　品　　　種　　作付面積　収穫量/10α　　年度　　品　　　種　　作付面積　収穫量/10α

1955　　農林18号

1956　　農林18号

1957　　農林17号

1958　　農林17号

1959　　農林18号

農林17号

1960　　農林18号

農林17号

越路早生

アキコガネ

1961　農林17号

越路早生

アキコガネ

1962　　農林17号

越路早生

越路早生

アキコガネ

コシヒカリ

1963　　農林17号

越路早生

越路早生

コシヒカリ

ダンリュウ

1964　　越路早生

コシヒカリ

ダンリュウ

1965　　　コシヒカリ

1966　　　コシヒカリ

1967　　　コシヒカリ

1968　　　コシヒカリ

越路早生

宮崎7号

アサシオ

1969　　　コシヒカリ

宮崎7号

71.0 a　　318.0**

76.0　　　　　214.0

100.3　　　　　282.0

100.3　　　　　326.0

21.0　　　　　337.0

79.3　　　　　420.0

10.3　　　　　355.0

70.0　　　　　432.0

10.0　　　　　412.0

10.0　　　　　234.0

71.8　　　　　404.0

28.5　　　　　568.0

28.5　　　　　235.0

20.7　　　　　366.0

60.(　　　　380.0

9.4　　　　　344.0

9.4　　　　　232.0

9.6　　　　　375.0

ll.5　　　　　391.0

48.5　　　　　475.0

10.0　　　　　395.0

20.7　　　　　485.0

9.6　　　　　464.0

29.4　　　　　340.0

61.7　　　　　333.0

9.7　　　　　370.0

100.3　　　　　341.0

100.3　　　　　307.0

100.3　　　　　423.0

1970　　コシヒカリ　　　　　0.3α

宮崎7号　　　　100.0

1971　　コシヒカリ　　　　　　0.3

宮崎7号　　　　100.0

1972　　　コシヒカリ　　　　　　0.3

宮崎7号　　　　　99.7

1973　　　コシヒカリ　　　　　　0.3

宮崎7号　　　　　89.7

ゼンコウジモリ　　10.0

1974　　　コシヒカリ　　　　　　0.3

宮崎7号　　　　　99.7

1975　　　コシヒカリ　　　　　　0.3

宮崎7号　　　　　99.7

1976　　　コシヒカリ　　　　　　0.3

宮崎7号　　　　　99.7

1977　　　コシヒカリ

宮崎7号

1978　　　コシヒカリ

越南112号

1979　　宮崎7号

ナツホナミ

1980　　　ナツホナミ

1981　　ナツホナミ

1982　　　ナツホナミ

1983　　　ナツホナミ

1984　　　ナツホナミ

1985　　　ナツホナミ

コシヒカリ

ナツヒカリ

1986　　　コシヒカリ

1987　　　コシヒカリ

1988　　　コシヒカリ

1989　　　コシヒカリ

1990　　　コシヒカリ

1991　　コシヒカリ

375.0

240.0

388.0

0
　
　
　
　
　
0

0
　
　
　
　
　
6

5
　
　
　
　
　
5

3
　
　
　
　
　
3

0993

0573

0204

0132

401.0

393.0

441.0

441.0
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3.早期水稲作付品種と生産物の推移

第6表に指宿植物試験場における水稲の作付品種及び収穫量の推移を示した｡第3図に早期水稲

10α当り収穫量の推移,第4図に豪雨回数の推移,第5図に台風襲来回数の推移を示した｡

品種の選定は鹿児島県の奨励品種を参考にしながら,最初は農林17号を用いた｡近年は品質を

重視して,コシヒカリを栽培した｡

1956年の収量が前年に比べて100kgも劣っているのは台風による被害が原因であった｡台風被害
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56　58　60　62　64　66　68 ?匂　72　74　76　78　88　82　84　86　88 ‡過

年　　度

□:指宿植物試験場　+:指宿市

第3図　指宿植物試験場及び指宿市の早期水稲10α当り収穫量の推移

56　58　68　62　64　66　68　70　72　74　76　78　80　82　84　86　88　90

年　　度

ロ:4月から6月の豪雨　+:7月から8月の豪雨

第4図　指宿市における豪雨回数の推移
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□: 7月の台風　+: 8月以後の台風

第5図　指宿市における台風襲来回数の推移

水稲作期豪雨回数

第6図　指宿植物試験場水田における水稲作期豪雨回数と10α当り収穫量

ほ乳熟期,糊熟期の籾ずれと塩害が加わり大きな被害となった｡成熟期が高温の季節であり,暴風

雨により倒状すると穂発芽が多発した｡地域の水路が未整備で排水機能が年々低下し,収穫期の雨

や風の被害を大きくした｡

第6図は指宿植物試験場水田における水稲作期の豪雨回数と10α当り収穫量の関係であるが, 4

回も豪雨にあうと豪雨がない年の60%程度しか収穫量がなくなっている｡これらの結果により,

試験場水田での研究の成果を高めるためには豪雨対策が解決すべき問題であると考えられる｡

早期栽培の収穫期における台風は, 34年間に34回襲来した｡その内訳は, 8月が20回, 7月

が11回であり,ほぼ1年に1回の割合で襲来したことになる｡
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指宿植物試験場における水稲栽培36年の歩み

4.水稲早期栽培の推移

1)普通栽培から早期栽培へ移行したころの状況

早期栽培を始める目的は台風襲来頻度の高い8月中旬以前に,良質米を多収穫し,早場米として

出荷することにあった｡ 1955年に指宿市農業委員会より水稲農林18号の種籾の交換依頼があり,

当場産の種籾120kgを供用した｡ 1956年には栽培農家の苗代用地として借地の要望があり, 18.2a

を市の農業委員会を通じて苗代期間だけ貸し付けた｡この年に水田で保温折衷苗代を試み,改良普

及員や市の農業技手の技術協力で, 2αに早期水稲の試作･展示を行なった｡

1969年から玄米の販売に関する｢販売促進費｣の制度ができ,同年から自主流通米としての出

荷が可能になった｡ 1976年には良質米奨励金制度ができた｡

2)早期作の港概水

指宿地方は早期栽培には気候的には恵まれている｡しかし, 4月上旬の植え付け期間に必要な港

概水量を満たす河川がなく,宮ヶ浜の湊川から,新田川(排水河川)上流でポンプアップして利用

している｡

水田への排水路が未整備で,水は上流の水田から下流の水田へ,田圃伝いに港概されている｡試

験場の水田は新田川の下流に位置し,晴天の多い年の植え付け時期には港概に長時間要した｡この

ため,新田川からバーチカルポンプで給水した｡ 1977年に井戸とポンプ室を設置し,これによる

給水を行なうほか,トラッシュポンプを購入,給水して,試験場水田への港概水問題を解決した｡

したがって,それまで納めていた水利組合費が不要となった｡

3)鴨の害とセルカリア

指宿市における水稲作付面積の推移を第7図に示した｡市の作付面積は1961年　　　をピーク

にその後段階的に減少し, 1981年ごろに最低となり,その後そのままの状態で推移している｡試

験場水田の周囲も殆ど荒れ地化してしまっている｡また,試験場水田の下流域はヨシが拡がり原野

化し,鴨が生息するようになった｡このため,鴨が植え付けた稲を一夜に踏みつぶすような被害を

55　57　59　61 63　65　67　69　71 73　75　77　79　81 83　85　87　89

56　58　68　62　64　66　68　78　72　74　76　78　80　82　84　86　88　≦過

年　　度

第7図　指宿市における水稲作付面積の推移
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受けたこともあった｡

1971年頃より,水田に入って補棺や手取り除草を行なう時, 1時間も作業をしていると,水に

つけている手足にかゆみを感ずるようになった｡夜も眠れない位にかゆいので,皮膚科の病院で診

察したが原因は不明であった｡後になって,この原因は淡水に浮遊する体長0.2mm位のセルカリア

(吸血虫)が,毛穴へ侵入するためにおこることが判った(鹿児島県公害衛生研究所報第10号,

1973)｡セルカリアは水田のヒメモノアラガイが寄生主で,この貝を鴨が好んで食べ,鴨が第2寄

生主となり,鴨の体内でセルカリアが増殖され,糞によって水田へ返されることが判った｡このこ

とが判るまでは,肥料まけによるかゆみと思い,患部を荒湯(温泉源湯)に浸す方法でなおしてい

る農家の方もおられた｡

4)暗渠排水

1960年に試験場水田は周辺農家の水田と同時に暗渠排水工事が,指宿市水利組合によって行な

われた｡これは主幹線を南北に,支線11本が東西に,土管やソダで工事されている｡主幹からの

排水口には水間があり,排水がなされている｡

5.む　すび

指宿植物試験場水田で,毎年続けてきた水稲の早期栽培において, 1955年からの10年間は適応

性品種の選択,水田の地均し,畦畔の補修等,基盤整備に努力がなされた｡ 1965年以降はトラク

ター,田植機,バインダー,新型脱穀機及び乾燥機の購入,更に,育苗箱,ビニールハウス,畦シー

ト等の利用と除草剤が加わり,労力はかなり省力化された｡ 1976年にはコンバインの購入により,

収穫作業体系が変わり,作業能率は大きく向上した｡しかし,コンバインは高価で,運転に高度な

技術を要した｡ 1975年以降は,改良型の作業機械への更新,育苗技術,除草剤及び農薬散布技術

等の向上により,水稲生産に関わる労力は20年前の1/2, 30年前の1/3になった｡近年は機械利

用体系がほぼ完成しつつあり,これからは,更に品質重視の稲作が進展すると考えられる｡
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